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１． 帳票作成の流れ 

帳票は下図のように、①マスタ、②生産行程管理、③格付出荷管理の順番で作成します。 

 

 

 作成される帳票は以下の 15種類です。 

 

① マスタ … 施設（27ページ）、原材料（29ページ）、製品（36ページ）、資材（38

ページ）、機械・器具（41ページ） 

② 生産行程管理 … 受入管理（43 ページ）、配合管理（46 ページ）、生産行程管理

（54ページ）、半製品（102ページ） 

③ 格付出荷管理 … 格付出荷管理（63ページ）、洗浄管理（59ページ）、JASマー

ク管理（69ページ）、格付実績報告書（101ページ） 

④ その他 … トレースバック（82ページ）、トレースフォワード（84ページ） 

 

 

 

※必ず①マスタの帳票類から作成してください。 

 施設、原材料、製品、資材、機械・器具に登録した内容をもとに、②生産行程管理を作成

します。 

 

 

 
 

③ ② ①  
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２． 基本操作 

２．１ 起動、終了、画面サイズについて 

(1) 起動の仕方 

 アプリケーションの起動の仕方は 2種類あります。 

 

【1つ目の方法】 

インストール後にデスクトップ上に表示されている NORM-加工品のアイコンをダブル

クリックします。 

【2つ目の方法】 

インストール後にデスクトップ上に表示されている NORM-加工品のアイコンを右クリ

ックして、「開く」を選択します。 

 

ダブルクリック後、または右クリックで「開く」を選択した後に、下図のようにアプリケー

ションが起動します。 
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(2) 終了の仕方 

 アプリケーションを終了させる場合は、画面右上にある「×」ボタンを押します。 

 

 

(3) 画面のサイズ変更 

① 画面の最小化 … 画面右上にある  ボタンを押します。 

② 画面の最大化 … 画面右上にある  ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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２．２ 画面について 

 

 

 

① メニュー（横）  

「ホーム」「受入管理」「配合管理」「製造管理」「格付管理」「出荷管理」「洗浄管理」

「JASマーク管理」「マスタ」「設定」の項目が表示されます。各項目を選択すると、画

面が変わります。 

 

② メニュー（上部） 

画面下部には、新たに記録（行）を作成する「新規」ボタンや、既にある記録（行）

を編集する「編集」ボタン、記録（行）を削除する「削除」ボタン等があります。前の

画面に戻りたいときは、「戻る」ボタンを押します。 

 

③  画面上部 

画面上部には、「画面名」が表示されます。他にも、「ロット番号」や「記録期間」と

いった補足情報が表示されることがあります。 

 

 

 

 

 

① メニュー（上部） 

② メニュー（横） 

④表 

③画面上部 



- 5 - 

 

④ 表   

画面中央の表には、入力した情報が表示されます。初回時や未入力の場合は、上図の

ように「No data to display」と表示されます。表には、いくつかの機能があります。 

 

（1）並べ替え 

下図のように、表の上部には各列にどのような情報が表示されるかが示されています。 

 

 

上 下 の 矢 印   がある項目は、「昇順」「降順」で並べ替えることができます。日付

の項目であれば、「新しい日付順」と「古い日付順」で記録（行）を表示させることができ

ます、また、文字列であれば五十音順で表示させることができます。 

 

下図のように「原材料名」の上下矢印を選択すると上矢印が表示されます。原材料名で表が

「昇順」に並び替えられます。 

 

 

再び、「原材料名」を選択するとした矢印が表示されます。原材料名で表が「降順」に並び

替えられます。 
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（2）表示件数 

表に表示できる記録（行）は、表右下のドロップダウンで変更することができます。初回

表示時には、下図のように「全表示」が表示されており、全ての記録（行）が表示されます。 

 

 

右図のように、「10」「30」「50」「全表示」とあり、 

それぞれ 10件、30件、50件、全件を表示することができます。 

 

 

 

（3）ページめくり 

表示件数を 10 件、30 件、50 件にした場合、表に表示される記録（行）の数には限りが

あります。 

記録（行）を増やしていくと、表に表示されない古い記録（行）が出てきます。その場合

は、ページをめくることで古い記録（行）を表に表示させることができます。 

 

 

最初のページに戻ります 

一つ前のページに戻ります 

一つ後のページに進みます 

最後のページに進みます 

ページ番号を指定して「Go」ボタンを押してページを表示する 
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２．３ 入力の仕方 

入力の仕方は、①入力欄、②ドロップダウン、③チェックボックスの三つです。 

 

２．３．１ 入力欄 

入力欄では、「文字」と「数値」、そして「日付」を入力することができます。 

 

（1）文字の入力 

文字（全角・半角英数字を含む）を入力できる欄は、下図のような入力欄です。 

 

入力欄を押して、キーボードから入力することができます。 

 

また、下図のように入力欄に入力すべき内容がヒントとして表示されている場合もあり

ます。 
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（2）数値の入力 

・数値を入力する欄には、下図のように上下の矢印があります。 

・上下の矢印を選択して数値を入力することができます。 

・入力欄を押して直に数値を入力することも可能です。 

 

 

 

 

 

また、入力する数値の位についても注意が必要です。 

 

①整数のみ入力できる場合 

上下の矢印で数値を入力する場合は問題ありませんが、キーボードから少数を入力した

場合、下図のように表示されます。 

 

 

②少数第 1位まで入力できる場合 

上下の矢印で数値を入力する場合は問題ありませんが、キーボードから少数第 2 位以下

を入力した場合、下図のように表示されます。 

 

 

③少数第 2位まで入力できる場合 

上下の矢印で数値を入力する場合は問題ありませんが、キーボードから少数第 3 位以下

を入力した場合、下図のように表示されます。 
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（3）日付の入力 

 日付を入力する欄には、下図のように薄いグレーの文字で「yyyy/mm/dd」と表示されて

います。これは、例えば「2016/04/01」と入力できることを表しています。 

 

 また、場合によっては今日日付が自動的に表示されている場合もあります。 

 ここでは、今日日付が自動的に表示されている場合を例にしてみます。 

 

日付の入力欄を押すと、下図のようなカレンダーが表示されます。 

 

表示されるカレンダーは今月のものです。 
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次月や前月を選択する場合は、年月が表示されている部分の右端の矢印（次月）や左端の

矢印（前月）を押します。 

※マウスを持っていくと下図のように、端の色が変わります。 

ここでは、2015年 1月 1日をカレンダー上で選択して入力してみます。 

 

 

日付の入力が完了すると、下図のように表示されます。 

 

（４）日付時間の入力 

 以下のような変種画面が表示された場合は日付と時間を選択できます。日付をダブルク

リックするか、時間を選択することで入力が行えます。日付をダブルクリックすると現在時

刻が自動で入力されます。 

 

 

 

 

押下 

 
押下 

押下 

押下 
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２．３．２ ドロップダウン 

・入力項目のなかには、ドロップダウンで選択できる項目があります。 

・ドロップダウンできる項目には、下向きの矢 印があります。 

・下図の例では、「区分」、「入手先等」、「保管場所」の項目です。 

 

区分のドロップダウンを押すと、区分の候補が表示されます。 

ここでは、「有機」を選択して入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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２．３．２ チェックボックスの選択 

チェックボックスは、該当する場合は押してチェックを付けてください。 

 

 

 

 

 

 

また、下図のように、1つの入力項目に複数のチェックを付けることができる場合があり

ます。入力項目を押すと、複数のチェックボックスが表示されます。 

 

この場合、下図のように複数のチェックをつけることができます。 

 

 

入力項目に表示される場合は、下図のように列挙して表示されます。 

 

 

 

 

押下 
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２．４ 入力編集画面について 

２．４．１ 編集画面 

記録（行）を作成、編集する際に、下図のような「編集画面」が表示されます。編集画面

を表示するには、画面下部の「新規」ボタンを押すか、あるいは記録（行）を選択して「編

集」ボタンを押します。または、記録（行）をダブルクリックして表示することもできます。 

 

 

 

編集画面を閉じる際には、右上の「×」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

 

編集画面 
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２．４．２ ドロップダウンの編集 

 編集画面には、いくつかの入力項目があります。 

なかでも、ドロップダウンにはあらかじめ設定した選択肢が表示される場合があります。 

 

下図は、入手先等の項目に「エスペラント農園」が設定された状態です。 

編集画面から、入手先等の新しい選択肢を増やすことができます 

 

 

作業内容のドロップダウンの横には、薄いグレーの矢印があります。 

 

この矢印にマウスを持っていくと、下図のように色が変わるので、選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ 

押下 
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矢印を選択すると、下図のように、編集画面の右側に新たな画面が出てきます。 

右側の画面では、ドロップダウンの選択肢を追加、編集、削除することができます。 

 

 

（１）追加 

入手先等に「ESS農場」を追加します。薄いグレーの文字で「新規追加」と表示されている

入力欄を押します。 

 

「ESS農場」と入力し、「追加」ボタンを押します。 

下図のように、「ESS農場」が追加され、追加用の入力欄が新たに表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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編集画面のドロップダウンには、下図のように ESS農場が追加されています。 

 

 

（２）編集 

「ESS 農場」を「エスペラント食品」に変更します。「ESS 農場」の入力欄を押して、「エ

スペラント食品」と入力し、「更新」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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編集画面のドロップダウンには、下図のように「ESS農場」が「エスペラント食品」に変

更されています。 

 

（３）削除 

「エスペラント食品」を削除します。「エスペラント食品」の入力欄の横に並んでいる「削

除」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 18 - 

 

編集画面のドロップダウンには、下図のように「エスペラント食品」が削除されています。 

 

右側の画面を閉じるには、右下の矢印ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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２．５ 基本的な操作について 

各画面（各帳票作成）に共通する操作について、種苗一覧画面を例に確認します。 

 

（１）新規作成 

新しく記録を作成する場合は、下図のように①「新規」ボタンを押します。 

②の編集画面が表示されるので、必要項目を入力して③の「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 下図のように、登録した記録（行）が表に追加されます。 

 

 

 

押下 ③ 

② 

押下 
① 
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（２）編集 

 登録した内容を編集する場合は、①の編集する記録（行）を選択して、②の「編集」ボタ

ンを押します。③の編集画面が表示されるので、内容を編集して④の「OK」ボタンを押し

ます。（※行をダブルクリックしても編集画面が表示されます。） 

 

 

 

 

 

 

 

下図のように、編集した記録（行）が表に表示されます 

 

 

 

 

 

押下 

② 

① 

③  

押下 ④ 
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（３）削除 

 登録した内容を削除する場合は、①の削除する記録（行）を選択して、②の「削除」ボタ

ンを押します。確認画面が表示されるので、③の「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 「削除しました」というメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押します。 

下図のように、選択した記録（行）が削除されます。 

 

 

 

 

 

 

① 

押下 

③ 

押下 

② 
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（４）帳票出力 

 帳票を出力する場合は、①の「帳票」ボタンを押します。 

 

 

 帳票のプレビュー画面が表示されます。②の「帳票」ボタンを押すと帳票が出力されます。 

 

 

押下 

① 

押下 

② 
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下図のメッセージ画面が表示されるので③の「OK」ボタンを押します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※プレビュー画面からも編集が可能です。①の編集する記録（行）を選択して、②の「編集」

ボタンを押します。③の編集画面が表示されるので、内容を編集して④の「OK」ボタンを

押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
③ 

押下 ② 

①  

押下 ④ 

③  
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（５）帳票を開く 

 作成した帳票は、インストール後に作られる「work」というフォルダにあります。 

インストール後にデスクトップ上に表示される下図の NORM-加工品-帳票のアイコンをダ

ブルクリックします。（※右クリックで「開く」を選択して開くこともできます。） 

 

 

 

 

 

 

下図のように「work」フォルダが開かれ、作成した帳票が表示されるので、ダブルクリ

ックして開きます。（※右クリックで「開く」を選択して開くこともできます。） 

 

 

 

※帳票は、NORM-加工品-帳票のアイコンから開くことができますが、下図のようにイン

ストール後に作られるフォルダから開くこともできます。 

（ファイルの場所…C:¥ESS-NORM-PF¥work） 

 

 

 ※表示される文字数が多くなった場合プレビューと出力結果の見た目が変わることがあ

ります。また、編集画面で入力した改行が含まれないことがあります。 
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３． あらかじめ設定する項目に関して 

 ここでは、生産行程管理や格付出荷管理帳票を作成するために必要な情報を設定します。 

各項目を設定することで、他の帳票作成時に使用できることに加えて、各一覧系の帳票を作

成することができます。 

 

３．１ 設定 

帳票を作成する前に、申請者などの帳票に表示される項目や、栽培品目などを設定してお

く必要があります。 

 

ホーム画面右上にある「設定」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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下図のように、設定画面が表示されます。ここで設定する項目は赤枠の中だけです。 

（※下部の「バックアップ」「復元」等については６．その他機能に記載しています） 

 

 

 

（１）帳票表示項目 

下図のように「申請者」「認定機関」「生産行程管理責任者」の項目に入力します。 

 

 

 


